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元気で自分らしい生活が送れる地域を目指して
ｂｙ ふじ包括（上地学区）

【目的】地域の助け合い活動を推進する。
【地域特性】過去に⼤きな災害を経験したことがなく、地域の防災意識が低
い部分があり、役員も危機感を抱いている。
【課題】地域で⾏った⽅が良い事でも包括へ依頼されることがある。
【現在の状況】
・会議の実施は月１回（コア会議を含めれば月２回）の実施。
・今年度は、防災と事例集の作成の2本を推進していく。
・地域住⺠の防災意識を⾼め、災害時への備えを充実させるため、今年度
は安否確認の⻩旗を配布することと、防災グッズの斡旋を⾏う予定で調整
中。
・住⺠が⾒て分かりやすい事例集を作りたいという意⾒があり、他の包括や、
他市が作成したフローチャートや資源マップをもとにどのような形がいいのかを検
討していく方向。
【アドバイス】
・優先順位を分かりやすくするため、ナンバリングして⾒える化するといいのでは
ないか。
・学区の地図上にどのような資源があるか等を会議のメンバーで確認し、一緒
に落とし込んでいく作業をするといいのではないか。

【概要】「地域包括ケアシステム」と「地域共生社会」について説明。その後、国の
示す理念からの地域共⽣社会のイメージ「⼀⼈の⼈間が社会の中で⾃分らしい
生活を続けることができる社会」について議論した。
【内容】 “⾃分らしい⽣活のために必要な要素”を議論︓働くことができる、食べ
られる、安心して寝られる、人とつながる、社会に受け入れられる、自分のことをわ
かってくれるがいる、⾃分の権利が保障されている、差別感がない、⾃分で選ぶこ
とができる、痛みや不安がない等
 避けようのない⾝体の機能の低下や認知機能の低下などが起きても、不満な
く生きることができる社会

 人に制限・強制されず、自由に自分で選択できる社会
 他人の評価ではなく、自分自身がどう思うか「自己肯定感」を保てる社会
といった意⾒が出た。
次回、共⽣をテーマに社会の実現に必要なことを議論する。
【アドバイス】
定義の解釈をする上では⾃分たちの⾔葉でかみ砕いていく作業は重要である。今
後地域ケア会議等でもこういった意⾒交換が活発に⾏われることが期待される。

包 括 ゼ ミ

〜地域包括ケアと地域共⽣社会の実現に向けた学びを共有するゼミ〜
今回は、ふじ地域包括⽀援センターからの上地学区の取組報告と地域共⽣社会についての意⾒交換を⾏いました。

編集後記︓

新型コロナウィルス感染拡⼤防⽌の観点からゼミにおいてもオンラインを活⽤したり、席の感覚を２ｍ空けて⾏うなど対策を
とっています。物理的な距離は離すけど、「⼼は密に」ということで岡崎市ではスリーハート宣⾔（1.思いやりのある⾏動、2.あ
りがとうの気持ち、3.笑顔を忘れずに）を掲げています。これらの心がけは今回のテーマでもあった「地域共生社会」において
も通じる部分が⼤きいように感じます。「⾃分らしい⽣活」が思うようにいかないこの状況下、⼤きく深呼吸をして⼼を落ち着か
せたら、周囲に笑顔と感謝の気持ちを伝えることから始めてみようかなと思っています。

地域共⽣社会についてイメージを共有しよう︕
参加者討論

成果と課題を⾊分けで整理。少しの
⼿間で、担当者の思考の⾒える化が
できる︕︕
⽬的がぶれないために何度も⾒返す
ことも⼤切。
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